
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：25－027） 

 

１ 1 月 16 日、仏領ポリネシア当局は、豪州向けのトーゴ籍船舶から過去最大

規模となるコカイン 4.87トンを押収した。また同日、フィジー警察は Vatia埠

頭においてコカイン 2.64トンを押収した。両当局は、両事件の関連性を認めて

いないものの、押収のタイミングが重なったことで、太平洋が南北アメリカか

ら豪州、NZ等への麻薬中継ルートとして再び注目を集めている。 

原文 

（21st January 2026, Radio NZ） 

原文 

（21st January 2026, The Fiji Times） 

原文 

（23rd January 2026, Radio NZ） 

原文 

（27th January 2026, PMN） 

 

２ 1月 17日、国連公海等生物多様性協定（BBNJ協定）が発効した。本協定は

2023 年 6 月 19 日に採択され、発効要件である 60 か国以上の批准を得て、正式

に国際法となった。日本は昨年 12月に批准しており、太平洋島嶼国ではこれま

でに 8か国が批准して締約国となっている。 

原文 

（18th January 2026, Islands Business） 

原文 

（20th January 2026, Island Times） 

原文 

（21st January 2026, Radio NZ） 

参考：BBNJ協定締約国一覧（UN） 

 

３ 台湾からパラオに寄贈された 300 台の船舶自動識別装置（AIS）（約 10 万

ドル相当）が、漁業局を通じて地元漁師やボート利用者に無償提供されている。

パラオでは近年、漁師の行方不明事案や、大規模捜索事案など複数の海難事故

が発生しており、AIS を設置することで船舶の位置を特定し、緊急時の救助活

動を大幅に迅速化することが可能となる。 

原文 

（16th January 2026, Island Times） 

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/584581/france-s-high-commission-reports-seizure-of-4-point-87-tonnes-of-cocaine-in-french-polynesian-waters
https://www.fijitimes.com.fj/fiji-and-tahiti-conduct-major-cocaine-seizures-on-same-day/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/584751/six-charged-in-fiji-after-half-a-billion-dollar-drug-seizure
https://pmn.co.nz/read/law-and-order/tongan-among-five-latest-remanded-over-fiji-s-record-cocaine-seizure-police-confirm
https://islandsbusiness.com/news-break/bbnj-pact-now-in-force/
https://islandtimes.org/bbnj-agreement-comes-into-force-marking-milestone-for-global-ocean-governance/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/584568/high-seas-treaty-welcome-news-for-sprep-in-uncertain-times
https://treaties.un.org/Pages/ViewDetails.aspx?src=TREATY&mtdsg_no=XXI-10&chapter=21&clang=_en
https://islandtimes.org/300-free-ais-devices-offered-to-improve-safety-for-palaus-fishermen-and-boaters/


 

４ 豪州とマーシャル諸島は、新たなガーディアン級巡視船「RMIS Jelmae」の

供与等に関する覚書を締結した。1 月 30 日の豪州国防省の発表によると、西オ

ーストラリア州で同船の引渡式典が行われ、マーシャル諸島のカネコ外務大臣

が政府を代表して受領した。同船は、太平洋海洋安全保障プログラム（PMSP）

（総額 59億ドル）のもと引き渡された 23隻目であり、太平洋島嶼国 16か国に

対して引き渡されてきた最後のガーディアン級巡視船となる。 

原文 

（23rd January 2026, The Marshall Islands Journal） 

原文 

（30th January 2026, Australian Government Defence） 

原文 

（30th January 2026, Defence Connect） 

 

５ 1 月上旬、マーシャル諸島の海洋資源局（MIMRA）岸壁にて、日本政府から

供与される 2 隻の新たな輸送船「Bikar」及び「Bokak」の引渡式典が行われた。

ハイネ大統領、ムラー天然資源・商業大臣、ムラー海洋資源局長代行らが参加

し、駐マーシャル諸島の相馬大使から 2隻の引渡しを受けた。 

原文 

（23rd January 2026, The Marshall Islands Journal） 

 

６ 1 月 20 日、ニュージーランド（NZ）のピーターズ外相とパラオのウィップ

ス大統領、アイタロー国務大臣らはコロールで会談を行い、次回、次々回の太

平洋諸島フォーラム（PIF）首脳会議を主催する両国が緊密に協力していくこ

とで一致した。パラオには太平洋委員会事務所（OPOC）が置かれており、ピー

ターズ外相は同事務局への支援を 1年間延長し、総額 110万 NZドルを提供する

と発表した。 

原文 

（26th January 2026, Island Times） 

 

７ 1 月 23 日、初のパラオ国内発シンクタンク「Compass Point Institute」

（CPI）が正式に発足した。同研究所は、ガバナンス、経済政策、持続可能性

に関する研究に基づく知見を提供し、政府の意思決定を支援する。 

原文 

（23rd January 2026, Island Times） 

 

８ 1 月 26 日の週、豪州の主催により、ブリスベンにおいて、太平洋諸島フォ

ーラム（PIF）トロイカ会合が開催された。同会合には、前回議長のトンガ、

現議長のソロモン諸島、次回議長となるパラオの各首脳と PIF 事務局長が参加

し、気候変動、持続可能な開発、安全保障など地域の優先事項について議論さ

れるとともに、COP 事前サミットの準備状況についても議論された。豪州のウ

https://www.defence.gov.au/news-events/releases/2026-01-30/australia-delivers-new-guardian-class-patrol-boat-republic-marshall-islands
https://www.defenceconnect.com.au/geopolitics-and-policy/17594-australia-hands-over-final-guardian-class-patrol-boat-to-marshall-islands
https://islandtimes.org/new-zealand-and-palau-eye-the-next-two-pacific-forums/
https://islandtimes.org/palaus-first-homegrown-think-tank-unveiled/


ォン外相からは、デジタルインフラ整備に重点を置き、パシフィック・レジリ

エンス・ファシリティ（PRF）に追加で 5 億 5000 万豪ドルを投資することが表

明された。 

原文 

（27th January 2026, Island Times） 

原文 

（28th January 2026, Islands Business） 

 

９ シンガポール拠点の非営利団体「United Against a Nuclear Iran」（UANI）

によると、マレー半島東沖のマレーシア EEZ 内で、影の船団によるイラン、ロ

シア、ベネズエラ産などの石油船舶間移送（STS）がここ 1年で倍増していると

いう。主に中国向け船舶に移送されていると見られている。 

原文 

（27th January 2026, Seatrade Maritime） 

 

１０ パラオ議会は、外国政府により追放された者の入国・居住・就労・長期

滞在を禁止し、他国への帰還が不可能な者の再定住も阻止する移民法の改正案

を可決し、昨年 12月にウィップス大統領が発表した米国から国外退去処分とな

った第三国国民 75名を受け入れる協定の発効を阻止した。 

原文 

（28th January 2026, Islands Business） 

 

１１ 1 月 6 日、駐ミクロネシア連邦（FSM）の籠宮大使は、同国を訪れている

JICA 調査団とともにシミナ大統領を表敬した。今回の調査団は、新たな貨客船

の支援を検討するため、日本の無償資金協力によって供与された貨客船 2 隻の

状態調査、FSM4州の商業港及びその離島の港湾状況を調査するものである。 

原文 

（16th January 2026, 在ミクロネシア日本国大使館） 

原文 

（28th January 2026, The Kaselehlie Press） 

 

  

https://islandtimes.org/president-whipps-attends-pacific-islands-forum-troika-meeting-in-brisbane-ahead-of-pif-2026/
https://islandsbusiness.com/news-break/australia-commits-aud550-million-to-regional-climate-resilience/
https://www.seatrade-maritime.com/tankers/dark-fleet-ship-to-ship-transfers-off-malaysia-more-than-double
https://islandsbusiness.com/news-break/palau-senate-blocks-us-deportee-deal-calls-for-referendum/
https://www.micronesia.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00944.html


 

 



 

 

 



 


